
大
阪
市
に
本
社
を
構
え
、
屋
外
用
コ
ン
ベ
ヤ
部
品
業
界
で
国
内
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
誇
る
株
式
会
社
Ｊ
Ｒ
Ｃ
。
１
９
６
１
年
の

創
業
以
来
、一
貫
し
た
コ
ン
ベ
ヤ
部
品
の
製
造
に
お
い
て
着
実
に
技
術
力
を
磨
き
上
げ
、１
９
８
９
年
に
は
日
本
で
初
め
て
「
コ

ン
ベ
ヤ
ロ
ー
ラ
の
自
動
生
産
ラ
イ
ン
」
を
導
入
。
こ
れ
に
よ
り
、
安
定
し
た
品
質
と
大
量
生
産
を
実
現
し
、
業
界
を
リ
ー
ド
す

る
存
在
へ
と
成
長
を
遂
げ
た
。

特
に
、
独
自
開
発
の
防
塵
・
防
水
構
造
や
、
高
精
度
な
加
工
技
術
を
活
か
し
た
ロ
ー
ラ
は
、
回
転
性
・
耐
久
性
に
優
れ
、
製

鉄
・
セ
メ
ン
ト
・
砕
石
・
発
電
所
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
産
業
イ
ン
フ
ラ
を
支
え
て
い
る
。

陣
頭
指
揮
を
執
る
の
は
三
代
目
社
長
の
浜
口
稔
代
表
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
を
契
機
に
、
従
来
の
『
待
ち
の
営
業
』
か
ら
、

顧
客
の
現
場
に
お
け
る
課
題
を
発
見
・
解
決
す
る
『
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
営
業
』
へ

と
転
換
。
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
営
業
を
軸
に
、
コ
ン
ベ
ヤ
設
備
の
最
適
化
や
稼
働
率

向
上
を
支
援
す
る
体
制
を
構
築
し
、
さ
ら
な
る
成
長
を
実
現
し
て
き
た
。

ま
た
、
２
０
１
８
年
に
は
、
自
社
工
場
の
ロ
ボ
ッ
ト
化
を
進
め
る
中
で
培
っ
た

「
自
動
化
技
術
」を
活
か
し
、ロ
ボ
ッ
ト
Ｓ
Ｉ（
シ
ス
テ
ム
・
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
）

事
業
へ
と
展
開
。
製
造
業
に
お
け
る
自
動
化
・
省
人
化
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
食
品
・

医
薬
品
業
界
を
中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
を
提
供
し
、
産
業
の
未

来
を
支
え
て
い
る
。

そ
ん
な
同
社
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、〝
時
代
が
直
面
す
る
課
題
を
解
決
し
、
社
会

発
展
の
基
盤
づ
く
り
に
貢
献
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
創
造
し
つ
づ
け
る
〟
こ
と
。

こ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
浜
口
代
表
は
「
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
は
課
題
解
決
と
い

う
意
味
で
す
。
お
客
様
の
現
場
の
課
題
を
解
決
し
、
生
産
性
の
向
上
な
ど
の
利
益

を
生
み
、
喜
ん
で
い
た
だ
く
。
そ
ん
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
生
む
ビ
ジ
ネ
ス
を
当

社
の
事
業
す
べ
て
の
基
軸
に
し
て
い
ま
す
」
と
言
う
。

２
０
２
３
年
に
は
、
さ
ら
な
る
成
長
の
節
目
と
し
て
東
証
グ
ロ
ー
ス
市
場
に
上

輝くオンリーワン・ナンバーワン企業

日本の未来を支えるエクセレントカンパニー
2025年版

回転性・耐久性に優れた同社のローラは、多岐にわたる産
業インフラを支えている

国内トップシェアのコンベヤ事業を軸に成長する
ソリューションカンパニー

社会課題を解決するロボットSI、環境プラント、海外展開でさらなる飛躍へ

自動化技術、現場力、ものづくりのノウハウを活かし、
社会の「不便」「不足」「不安」を解決することがJRC の使命です

株式会社ＪＲＣ
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め
ら
れ
る
製
鉄
・
セ
メ
ン
ト
・
砕
石
・
発
電
所
・
水
処
理
施
設
の
ほ
か
、
ト
ン
ネ
ル
や
ダ
ム
工
事
、
土
木
工
事
な
ど
の
イ
ン
フ

ラ
を
支
え
る
現
場
で
広
く
採
用
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
Ｊ
Ｒ
Ｃ
が
独
自
に
開
発
し
た
「
ラ
ビ
リ
ン
ス
シ
ー
ル
」
は
、
ロ
ー
ラ
内

部
へ
の
異
物
侵
入
を
防
ぐ
特
殊
な
非
接
触
構
造
を
持
ち
、他
社
に
は
真
似
で
き
な
い
技
術
と
な
っ
て
い
る
。迷
路
の
よ
う
な
シ
ー

ル
形
状
に
よ
り
、侵
入
し
た
粉
塵
や
水
が
ロ
ー
ラ
の
心
臓
部
と
い
え
る
内
部
の
ベ
ア
リ
ン
グ
ま
で
到
達
し
に
く
く
す
る
こ
と
で
、

優
れ
た
耐
久
性
を
実
現
。
ま
た
、
一
般
的
に
樹
脂
製
が
主
流
の
シ
ー
ル
部
分
も
含
め
、
す
べ
て
鉄
製
に
す
る
こ
と
で
、
廃
棄
時

に
分
別
不
要
で
リ
サ
イ
ク
ル
し
や
す
く
、
環
境
負
荷
の
低
減
に
も
貢
献
し
て
い
る
。

そ
の
耐
久
性
の
高
さ
か
ら
、
Ｊ
Ｒ
Ｃ
の
ロ
ー
ラ
は
過
酷
な
現
場
で
も
活
躍
。
東
日
本
大
震
災
の
復
興
現
場
で
も
多
数
使
用
さ

れ
、
イ
ン
フ
ラ
再
建
の
一
端
を
担
っ
た
。
浜
口
代
表
は
「
海
岸
沿
い
の
補
強
な
ど
、
厳
し
い
環
境
で
の
使
用
が
求
め
ら
れ
る
場

面
で
も
、
当
社
の
ロ
ー
ラ
が
お
役
に
立
て
た
こ
と
は
誇
り
で
す
」
と
語
る
。

待
ち
の
営
業
か
ら
攻
め
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
営
業
へ

顧
客
の
課
題
解
決
を
軸
に
、
飛
躍
的
な
成
長
を
遂
げ
る

Ｊ
Ｒ
Ｃ
は
、コ
ン
ベ
ヤ
部
品
の
安
定
供
給
に
よ
り
産
業
イ
ン
フ
ラ
を
支
え
る
企
業
と
し
て
着
実
に
成
長
し
て
き
た
。
し
か
し
、

従
来
の
営
業
ス
タ
イ
ル
は
、
代
理
店
を
通
じ
た
「
待
ち
の
営
業
」
が
主
流
で
あ
り
、
製
品
の
新
規
納
品
以
外
は
、
破
損
・
摩
耗

し
た
際
に
入
れ
替
え
の
注
文
を
受
け
る
受
動
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
だ
っ
た
。

２
０
０
８
年
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
需
要
減
少
を
機
に
、
Ｊ
Ｒ
Ｃ
は
営
業
ス
タ
イ
ル
の
大
き
な
転
換
を
迫
ら
れ
る
。

経
済
不
況
の
影
響
も
あ
っ
た
が
、
浜
口
代
表
は
「
本
当
の
課
題
は
、
単
な
る
製
品
提
供
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
こ
と
に
あ
る
」
と

分
析
。
そ
こ
で
、
顧
客
の
現
場
に
直
接
足
を
運
び
、
コ
ン
ベ
ヤ
設
備
全
体
の
課
題
を
把
握
す
る
「
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
営
業
」
へ

と
戦
略
を
切
り
替
え
た
。

「
現
場
を
訪
問
し
、
お
客
様
の
声
を
聞
く
と
、
単
に
ロ
ー
ラ
が
摩
耗
す
る
だ
け
で
な
く
、
搬
送
物
の
落
荷
や
ロ
ー
ラ
の
付
着
、

輝くオンリーワン・ナンバーワン企業

日本の未来を支えるエクセレントカンパニー
2025年版

場
を
果
た
し
た
Ｊ
Ｒ
Ｃ
。
同
社
が
成
し
遂
げ
て
き
た
挑
戦
の
歴
史
、
生
み
出
さ
れ
た
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
発
展
、
そ
し
て

今
後
の
展
開
に
迫
る
。

コ
ン
ベ
ヤ
ロ
ー
ラ
自
動
組
立
ラ
イ
ン
導
入
の
技
術
革
新
が
生
ん
だ
業
界
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
の
礎

過
酷
な
現
場
で
も
活
躍
す
る
耐
久
性
の
高
い
Ｊ
Ｒ
Ｃ
の
屋
外
用
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ヤ
ロ
ー
ラ

Ｊ
Ｒ
Ｃ
の
出
発
点
は
、
１
９
６
１
年
に
浜
口
代
表
の
父
・
浜
口
匠
氏
が
立
ち
上
げ

た
ベ
ア
リ
ン
グ
な
ど
の
販
売
業
「
浜
口
商
店
」
に
遡
る
。
そ
の
後
、
１
９
６
３
年
に

は
自
社
で
の
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ヤ
部
品
の
生
産
を
開
始
し
、
１
９
６
５
年
に
法
人
化
。

「
浜
口
鉄
工
株
式
会
社
」
と
し
て
製
造
業
へ
と
本
格
的
に
参
入
し
た
。
当
初
は
、
先

発
メ
ー
カ
ー
が
シ
ェ
ア
の
大
半
を
占
め
る
市
場
に
お
い
て
、
後
発
企
業
と
し
て
苦
戦

す
る
時
期
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
１
９
８
９
年
、
国
内
で
初
め
て
「
コ
ン
ベ
ヤ
ロ
ー

ラ
の
自
動
組
立
ラ
イ
ン
」
を
導
入
し
た
こ
と
が
、
大
き
な
転
機
と
な
る
。
こ
れ
に
よ

り
、
短
時
間
で
高
精
度
な
ロ
ー
ラ
の
量
産
が
可
能
と
な
り
、
品
質
の
安
定
性
と
供
給

力
が
格
段
に
向
上
。
浜
口
代
表
は
、「
こ
の
自
動
ラ
イ
ン
化
が
、
当
社
の
タ
ー
ニ
ン

グ
ポ
イ
ン
ト
で
し
た
」
と
振
り
返
る
。
顧
客
か
ら
の
評
価
が
急
速
に
高
ま
り
、
Ｊ
Ｒ

Ｃ
は
業
界
内
で
確
固
た
る
地
位
を
築
く
こ
と
と
な
っ
た
。
１
９
９
１
年
に
は
株
式
会

社
Ｊ
Ｒ
Ｃ
を
設
立
し
、浜
口
鉄
工
か
ら
営
業
権
を
継
承
。日
本
で
一
番
の
ロ
ー
ラ
メ
ー

カ
ー
に
な
る
と
い
う
想
い
か
ら
、
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ 

Ｒ
ｏ
ｌ
ｌ
ｅ
ｒ 

Ｃ
ｏ
ｒ
ｐ
ｏ
ｒ
ａ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
の
頭
文
字
を
取
り
Ｊ
Ｒ
Ｃ
と
名
付
け
ら
れ
た
。

主
力
製
品
で
あ
る
屋
外
用
コ
ン
ベ
ヤ
ロ
ー
ラ
は
、
過
酷
な
環
境
で
の
耐
久
性
が
求

短時間で高精度なローラの量産が可能なコンベヤローラの自
動組立ライン

株式会社ＪＲＣ
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や
品
質
管
理
の
規
制
が
強
化
さ
れ
る
中
、
人
手
に
よ
る
作
業
ミ
ス
や
異
物
混
入
の
リ
ス
ク
を
減
ら
す
こ
と
が
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
多
く
の
企
業
が
「
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
の
技
術
的
な
ハ
ー
ド
ル
や
ノ
ウ
ハ
ウ
不
足
」
に
直
面
し
、
思
う
よ

う
に
自
動
化
を
進
め
ら
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
だ
。

こ
の
課
題
に
対
し
、
Ｊ
Ｒ
Ｃ
は
自
社
工
場
の
自
動
化
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、
２
０
１
８
年
に
ロ
ボ
ッ
ト
Ｓ
Ｉ
（
シ

ス
テ
ム
・
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
事
業
「
Ａ
Ｌ
Ｆ
Ｉ
Ｓ
（
ア
ル
フ
ィ
ス
）」
を
立
ち
上
げ
た
。
事
業
名
は
「
Ａ
ｕ
ｔ
ｏ
ｍ
ａ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ 

ｆ
ｏ
ｒ 

Ｌ
ａ
ｂ
ｏ
ｒ
ａ
ｔ
ｏ
ｒ
ｙ 

＆ 

Ｆ
ａ
ｃ
ｔ
ｏ
ｒ
ｙ 

Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｇ
ｒ
ａ
ｔ
ｅ
ｄ 

Ｓ
ｙ
ｓ
ｔ
ｅ
ｍ
」
の
頭
文
字

を
取
っ
た
も
の
だ
。「
単
な
る
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
で
は
な
く
、ラ
ボ
や
工
場
全
体
の
最
適
な
自
動
化
を
ト
ー
タ
ル
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
」 

と
い
う
考
え
の
も
と
、
Ａ
Ｌ
Ｆ
Ｉ
Ｓ
で
は
ロ
ボ
ッ
ト
の
選
定
、
構
想
・
レ
イ
ア

ウ
ト
設
計
か
ら
、
組
み
立
て
、
設
置
、
調
整
、
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
ま
で
を
パ
ッ

ケ
ー
ジ
化
し
、
現
場
ご
と
に
最
適
な
自
動
化
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
て
い

る
。た

と
え
ば
、食
品
工
場
の
製
造
工
程
で
は
、突
発
的
な
生
産
停
止
（
チ
ョ
コ
停
）

が
発
生
す
る
と
、
次
工
程
で
製
品
が
滞
留
し
、
大
量
の
廃
棄
ロ
ス
が
生
じ
る
こ

と
が
あ
る
。
Ｊ
Ｒ
Ｃ
の
高
速
ピ
ッ
キ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
は
、
こ
の
問
題
に
対
応
す

る
た
め
、
滞
留
し
た
製
品
を
バ
ッ
フ
ァ
ー
（
予
備
ス
ペ
ー
ス
）
へ
一
時
的
に
逃

が
し
、
ラ
イ
ン
再
稼
働
後
に
自
動
で
復
帰
さ
せ
る
仕
組
み
を
開
発
。

「
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
人
が
指
示
を
与
え
ず
と
も
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
自
動

で
行
っ
て
く
れ
る
た
め
、
製
品
ロ
ス
を
最
小
限
に
抑
え
、
効
率
的
な
生
産
を
実

現
で
き
ま
す
」
と
浜
口
代
表
は
述
べ
る
。

ま
た
、
医
薬
品
工
場
で
は
、
粉
体
薬
品
の
計
量
や
撹
拌
作
業
が
研
究
者
の
手

作
業
に
依
存
し
て
お
り
、
正
確
性
の
確
保
や
作
業
負
担
の
軽
減
が
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
Ｃ
の
ロ
ボ
ッ
ト
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
計
量
・

ベ
ル
ト
の
蛇
行
・
片
寄
り
な
ど
、
コ
ン
ベ
ヤ
全
体
の
非
効
率
な
運
用
が
生
産
性
や
安
全
性
を
著
し
く
低
下
さ
せ
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
解
決
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
Ｊ
Ｒ
Ｃ
の
新
た
な
使
命
だ
と
確
信
し
ま
し
た
」

２
０
１
４
年
、
浜
口
代
表
の
就
任
と
共
に
「
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
営
業
」
の
本
格
展
開
が
始
ま
る
。
Ｊ
Ｒ
Ｃ
は
、
自
社
の
製
品

開
発
力
と
技
術
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、
現
場
ご
と
の
課
題
を
解
決
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
製
品
の
開
発
に
着
手
。

た
と
え
ば
、
セ
メ
ン
ト
の
よ
う
な
粘
着
質
の
搬
送
物
を
運
搬
す
る
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ヤ
の
現
場
で
は
、
搬
送
物
が
ロ
ー
ラ
や
ベ

ル
ト
に
付
着
し
、
故
障
や
生
産
ロ
ス
の
原
因
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
搬
送
物
が
コ
ン
ベ
ヤ
か
ら
落
下
す
る
「
落
鉱
」
に
よ
り
原

材
料
ロ
ス
が
発
生
す
る
と
い
う
課
題
を
抱
え
て
い
た
。
さ
ら
に
、
落
荷
し
た
搬
送
物
が
堆
積
す
る
こ
と
で
、
設
備
を
一
時
停
止

し
て
の
清
掃
作
業
を
行
う
必
要
が
あ
り
、
作
業
負
担
が
増
加
。
加
え
て
、
清
掃
作
業
が
危
険
な
場
所
で
行
わ
れ
る
ケ
ー
ス
も
多

く
、
作
業
員
の
安
全
確
保
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
同
社
は
落
鉱
を
防
ぎ
た
い
区
域
で

の
落
荷
を
抑
制
し
、
原
材
料
ロ
ス
を
低
減
す
る
〝
落
荷
防
止
リ
タ
ー
ン
ロ
ー
ラ
〟
と
、
安
全
に
清
掃
し
や
す
い
場
所
で
の
落
荷

を
促
進
す
る
〝
掻
き
取
り
ユ
ニ
ッ
ト
〟
の
2
つ
の
製
品
を
提
案
し
た
。
こ
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
「
落
荷
を
最
小
限
に
防
げ
る

よ
う
に
な
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
生
産
性
向
上
や
収
益
性
の
改
善
に
繋
が
り
、
さ
ら
に
現
場
の
安
全
確
保
に
も
貢
献
し
て
い
ま

す
」
と
浜
口
代
表
は
語
る
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
Ｊ
Ｒ
Ｃ
の
コ
ン
ベ
ヤ
部
品
は
現
在
、
国
内
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
52
％
を
誇
る
ま
で
に
成
長
。「
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
営
業
へ
の
挑
戦
に
よ
っ
て
、
Ｊ
Ｒ
Ｃ
と
い
う
名
を
掲
げ
た
際
の
目
標
を
叶
え
ら
れ
ま
し
た
」
と
浜
口
代
表
は
語

る
。
今
後
も
「
お
客
様
の
現
場
の
全
体
最
適
化
」
を
追
求
し
、
さ
ら
な
る
進
化
を
続
け
て
い
く
。

ロ
ボ
ッ
ト
Ｓ
Ｉ
事
業
「
Ａ
Ｌ
Ｆ
Ｉ
Ｓ
」
―
―
生
産
現
場
の
自
動
化
を
支
え
る
Ｊ
Ｒ
Ｃ
の
第
二
の
柱

自
社
工
場
の
自
動
化
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、
食
品
・
医
薬
業
界
の
課
題
を
解
決

近
年
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
に
よ
り
、
も
の
づ
く
り
業
界
で
は
深
刻
な
労
働
力
不
足
が
続
い
て
い
る
。
加
え
て
、
衛
生
管
理
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ま
た
、
Ｊ
Ｒ
Ｃ
は
近
年
、
環
境
分
野
へ
も
事
業
領
域
を
拡
大
。
ゴ
ミ
処
理
・
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
・
水
処
理
施
設
向
け
の
コ
ン

ベ
ヤ
や
周
辺
設
備
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
強
化
し
、「
環
境
プ
ラ
ン
ト
向
け
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
（
環
境

プ
ラ
ン
ト
事
業
）」
と
し
て
祖
業
で
あ
る
コ
ン
ベ
ヤ
事
業
か
ら
独
立
さ
せ
た
。

「
人
が
生
活
す
る
限
り
、
ゴ
ミ
処
理
や
水
処
理
は
不
可
欠
な
イ
ン
フ
ラ
で
す
。
適
切
な
処
理
シ
ス
テ
ム
の
確
立
は
、
環
境
負
荷

の
低
減
と
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
」
と
浜
口
代
表
は
語
る
。

日
本
国
内
で
は
、
ゴ
ミ
処
理
場
の
整
備
や
リ
サ
イ
ク
ル
が
進
ん
で
い
る
も
の
の
、
設
備
の
老
朽
化
が
進
み
、
更
新
需
要
が
増

加
し
て
い
る
。
一
方
で
、
海
外
で
は
適
切
な
処
理
施
設
が
不
足
し
、
埋
め
立
て
や
海
洋
投
棄
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

特
に
、
海
外
進
出
の
重
点
市
場
で
あ
る
東
南
ア
ジ
ア
で
は
、
適
切
な
処
理
施
設
の
不
足
が
環
境
汚
染
を
深
刻
化
さ
せ
て
お
り
、

Ｊ
Ｒ
Ｃ
の
技
術
が
貢
献
で
き
る
余
地
は
大
き
い
。

「
国
内
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
将
来
的
に
は
環
境
プ
ラ
ン
ト
事
業
も
海
外
に
展
開
し
、
地
球
環
境
そ
の
も
の
に
貢
献
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
環
境
プ
ラ
ン
ト
施
設
の
整
備
と
効
率
化
を
支
援
し
、よ
り
ク
リ
ー
ン
な
未
来
の
実
現
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
」

「
挑
戦
と
即
行
」
の
精
神
が
築
く
Ｊ
Ｒ
Ｃ
の
未
来

課
題
を
発
見
し
、
解
決
す
る
こ
と
で
顧
客
・
社
会
と
共
に
発
展
を
続
け
る

Ｊ
Ｒ
Ｃ
に
は
現
在
、
約
３
４
０
名
の
社
員
が
在
籍
し
て
お
り
、
そ
の
成
長
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
浜
口
代
表
が
掲

げ
る
「
挑
戦
と
即
行
」
の
精
神
だ
。

「
私
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
を
振
り
返
っ
て
み
て
も
、
状
況
を
打
開
し
て
き
た
の
は
常
に
『
挑
戦
と
即
行
』
で
し
た
。
ト
ッ
プ
が
率

先
し
て
行
動
す
れ
ば
、
社
員
も
必
ず
付
い
て
来
て
く
れ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
現
状
に
甘
ん
じ
る
こ
と
な
く
、
挑
戦
を
続
け
て
い

き
た
い
で
す
ね
」（
浜
口
代
表
）

こ
の
文
化
が
Ｊ
Ｒ
Ｃ
社
内
に
根
付
き
、
社
員
か
ら
の
提
案
も
活
発
に
交
わ
さ
れ
て
い
る
。
常
に
新
し
い
価
値
を
生
み
出
し
、

撹
拌
の
精
度
を
高
め
、
研
究
者
が
本
来
の
業
務
で
あ
る
「
開
発
・
品
質
管
理
」
に
集
中
で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
可
能
と

な
る
。

「
Ａ
Ｌ
Ｆ
Ｉ
Ｓ
の
Ｌ
（
Ｌ
ａ
ｂ
ｏ
ｒ
ａ
ｔ
ｏ
ｒ
ｙ
）
の
名
の
通
り
、
今
後
は
研
究
開
発
の
現
場
に
も
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
を
積
極
的

に
展
開
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
支
え
る
存
在
に
な
り
た
い
で
す
ね
」

そ
ん
な
ロ
ボ
ッ
ト
Ｓ
Ｉ
事
業
に
つ
い
て
浜
口
代
表
は
「
急
成
長
を
遂
げ
て
い
る
事
業
。
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
ロ
ボ
ッ
ト
化

や
自
動
化
の
知
見
を
活
か
し
、
更
に
成
長
さ
せ
て
い
き
た
い
」
と
語
る
。
社
会
問
題
の
解
決
に
も
繋
が
る
Ｊ
Ｒ
Ｃ
の
ロ
ボ
ッ
ト

Ｓ
Ｉ
事
業
の
未
来
に
期
待
が
尽
き
な
い
。

東
南
ア
ジ
ア
を
足
掛
か
り
に
、
コ
ン
ベ
ヤ
事
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
を
加
速

環
境
プ
ラ
ン
ト
事
業
の
独
立
で
新
た
な
成
長
ス
テ
ー
ジ
へ

Ｊ
Ｒ
Ｃ
で
は
、
コ
ン
ベ
ヤ
事
業
の
さ
ら
な
る
拡
大
を
目
指
し
、
重
要
な
柱
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
の
が
、
海
外
市
場
へ
の

展
開
強
化
で
あ
る
。
特
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
を
重
点
市
場
と
し
、
現
地
で
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
強
化
を
進
め
て
い
る
。「
東
南
ア
ジ

ア
で
は
、
日
本
と
比
べ
て
長
距
離
の
屋
外
用
コ
ン
ベ
ヤ
を
必
要
と
す
る
業
界
の
規
模
が
非
常
に
大
き
い
の
が
特
徴
で
す
。
そ
の

た
め
、
当
社
の
製
品
や
技
術
が
活
か
せ
る
機
会
は
多
く
、
す
で
に
タ
イ
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
大
型
案
件
の
受
注
実
績
を
積
み

重
ね
て
い
ま
す
」
と
浜
口
代
表
は
語
る
。

さ
ら
に
、
Ｊ
Ｒ
Ｃ
は
海
外
市
場
で
の
競
争
力
を
高
め
る
た
め
、
Ｍ
＆
Ａ
戦
略
を
積
極
的
に
推
進
。
２
０
２
４
年
に
は
、
タ
イ

の
Ｉ
Ｆ
Ｍ
社
（
Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ 

Ｆ
ｏ
ｕ
ｎ
ｄ
ｒ
ｙ 
Ｍ
ａ
ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ｅ
ｒ
ｙ 

Ｃ
ｏ
．， 

Ｌ
ｔ
ｄ
．）
を
グ
ル
ー

プ
に
迎
え
た
。「
Ｉ
Ｆ
Ｍ
社
は
、
東
南
ア
ジ
ア
市
場
で
強
い
顧
客
基
盤
と
販
売
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
つ
企
業
で
す
。
Ｊ
Ｒ
Ｃ
が

持
つ
コ
ン
ベ
ヤ
部
品
の
製
造
技
術
と
、
Ｉ
Ｆ
Ｍ
社
の
現
地
ノ
ウ
ハ
ウ
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
で
の
成
長

を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
浜
口
代
表
は
述
べ
る
。
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PROFILE

浜口 稔（はまぐち・みのる）

1987 年 4 月、浜口鉄工（株）入社。
1991 年 4 月、株式会社 JRC 入社。
1996 年 5 月、同社取締役。
2000 年 5 月、瀋陽皆愛喜輸送設備有限公司総経理。
2005 年 4 月、同社常務取締役。
2006 年 5 月、蘇州皆愛喜輸送設備有限公司董事。
2007 年 7 月、瀋陽皆愛喜輸送設備有限公司董事長。
2011 年 4 月、同社取締役副社長。
同年 6 月、東邦機械工業（株）（現 （株）東邦大信）取締役。
2012 年 11 月、瀋陽皆愛喜輸送設備有限公司董事。
2014 年 5 月、同社代表取締役社長（現任）。
2016 年 6 月、商栄機材（株）（現 JRC C&M（株））代表取締役社長。
2017 年 9 月、吉艾希商事（瀋陽 ) 貿易有限公司執行董事（現任）。
2018 年 1 月、株式会社大成代表取締役社長（現任）。
2023 年 4 月、同社ロボット SI 事業本部長（現任）。
2024 年 5 月、JRC C&M 株式会社代表取締役会長（現任）。

INFORMATION

株式会社ＪＲＣ
https : / /corp . j r cnet . co . jp/

所 在 地
〒 550-0011
大阪市西区阿波座 2-1-1 CAMCO 西本町ビル 6F
TEL 06-6543-8680（代表）　FAX 06-6543-8681

創 業
1961 年 4 月

（設立 1965 年 4 月 浜口鉄工株式会社、1991 年 3 月 株式会社ＪＲＣ）

資 本 金 1 億 3141 万 5 千円（2024 年 3 月 13 日現在）

従業員数 約 340 名

事業内容
コンベヤ部品の設計・製造・販売及びコンベヤ設備の運用改善・メンテナンス
ロボットを活用した自動設備などの設計・製造・販売

企業理念

vision（⽬指す姿）
世の中の「不」をなくす。

mission（使命・存在価値）
時代が直⾯する課題を解決し、社会発展の基盤づくりに貢献するソリューションを創
造しつづける。

Slogan（ブランドの合⾔葉）
発見を、発展へ。

事
業
の
進
化
を
加
速
さ
せ
る
組
織
へ
と
成
長
を
遂
げ
て
き
た
。

「
数
年
後
に
は
売
上
を
お
よ
そ
2
倍
ま
で
拡
大
し
、
プ
ラ
イ
ム
市
場
へ
の
上
場
を
目
指
し
ま
す
」

Ｊ
Ｒ
Ｃ
の
成
長
戦
略
は
、
既
存
の
コ
ン
ベ
ヤ
事
業
・
ロ
ボ
ッ
ト
Ｓ
Ｉ
事
業
・
環
境
プ
ラ
ン
ト
事
業
の
3
本
柱
を
さ
ら
に
強
化

し
、
事
業
規
模
を
拡
大
す
る
こ
と
に
あ
る
。

「
事
業
を
大
き
く
し
、
社
員
の
数
を
増
や
す
こ
と
。
そ
し
て
、
彼
ら
が
よ
り
充
実
し
た
生
活
を
送
れ
る
企
業
グ
ル
ー
プ
へ
と
成

長
さ
せ
る
こ
と
が
、
私
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
還
暦
を
迎
え
た
今
、
Ｊ
Ｒ
Ｃ
を
さ
ら
に
良
い
会
社
へ
と
成
長
さ
せ
、
次
世

代
へ
と
し
っ
か
り
引
き
継
ぎ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

そ
ん
な
同
社
が
掲
げ
る
ビ
ジ
ョ
ン
は
、〝
世
の
中
の
『
不
』
を
な
く
す
〟。

「
私
た
ち
の
自
動
化
技
術
、現
場
力
、も
の
づ
く
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、社
会
に
あ
る
『
不
便
』『
不
足
』『
不
安
』
と
い
っ

た
課
題
を
解
決
す
る
。
そ
れ
が
Ｊ
Ｒ
Ｃ
の
使
命
で
す
」

こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
端
的
に
表
現
し
た
企
業
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
、「
発
見
を
、
発
展
へ
」
だ
。

「
お
客
様
自
身
も
ま
だ
気
づ
い
て
い
な
い
課
題
を
発
見
し
、
そ
れ
を
解
決
す
る
こ
と
で
新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
。
こ
れ
に
よ

り
、Ｊ
Ｒ
Ｃ
自
身
の
発
展
、お
客
様
の
発
展
、そ
し
て
社
会
全
体
の
発
展
へ
と
繋
げ
て
い
く
。
そ
れ
が
私
た
ち
の
目
指
す
姿
で
す
」

創
業
以
来
、
Ｊ
Ｒ
Ｃ
は
常
に
新
し
い
挑
戦
を
続
け
て
き
た
。
そ
し
て
そ
の
た
び
に
、「
不
」
を
な
く
す
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を

生
み
出
し
、
顧
客
と
共
に
成
長
し
て
き
た
。

「
こ
れ
か
ら
も
、
現
在
の
事
業
だ
け
に
捉
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
社
会
課
題
の
解
決
に
大
き
く
貢
献
す
る
企
業
グ
ル
ー
プ
と
し
て

の
役
割
を
一
層
拡
大
し
て
い
き
ま
す
」
と
浜
口
社
長
は
力
強
く
語
っ
た
。

Ｊ
Ｒ
Ｃ
は
、
未
来
に
向
け
て
さ
ら
に
挑
戦
を
続
け
、「
発
見
を
、
発
展
へ
」
と
繋
げ
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
し
続
け

て
い
く
。
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